養護教諭の職務の特質と保健室の機能を生かした健康教育の取り組み

～担任と連携を図りながら、児童の自己表現力と相手意識の向上を目指し、

コミュニケーション能力を身につけさせる活動の試み～

上越市立高士小学校　養護教諭　江川　律子

Ⅰ　はじめに

　近年様々な分野の教育関係者の中で、児童・生徒の豊かな人間関係を築く力や気持ちなどを伝え合うコミュニケーション能力を十分身につけさせたいと願われるようになった。またコミュニケーション能力を、人間関係を築き深めるための有効な能力として位置づけ、人間的な交流を日々の教育活動に積極的に取り入れるよう、また全教育活動を通じて系統的に、発展的に育成していくことが必要であるといわれるようになっている。

　これを受け、当校の教育目標は、「つよい子　できる子　明るい子」である。この目標達成のための重点目標は「自ら考え、お互いに伝え合うことができる子」である。また、目指す子ども像は、「根気強く勉強や運動のできる子・はきはきとあいさつや発表のできる子・相手の気持ちや考えを大切にできる子」である。このことから、安全・安心な学校で、かかわり合う力と思いやりの心の育成を目指し、全校体制で縦割り班活動や地域との交流活動に取り組んでいる。

　養護教諭は、医学的・看護学的知識や技術など専門職としての特質を持っている。また保健室は、施設・設備・備品を含め、他の教室にはない保健室特有の空間を構成している。本実践は、組織の一員として、職務の特質と保健室の機能を生かした保健室での健康相談活動を実施する。このことは、学校保健の領域である保健管理・対人管理・心身の管理として位置づけて考えている。

　また筆者は、過去の執務の中で、不登校・保健室登校の幾人かの児童とのかかわりを経験している。その体験から、保健室に待機し、児童の来室を待つ姿勢を保ちながら、自己表現力と相手意識の向上を目指し、人との望ましいつながりを持つコミュニケーション能力の育成を願い続けている。これは学級担任と連携しながら、養護教諭の職務の特質を生かし学級での活動へ積極的にかかわることを試みた研究である。

Ⅱ　主題設定の理由

　当校は少人数の学年・学級であるため、児童の人間関係が偏りがちである。そのなかで自分の今の気持ちを言葉で自己表現する力の乏しさから、思いが相手に伝わりにくい場面が起こる。また、起きた出来事に、感情の赴くままに行動していることが多い児童がいる。これら児童は、誤解を解く方法を知らない。場面によっては、思い込みで誤解したままである。そして自己主張はできるが、友達の気持ちや考えを受け入れることができにくいのである。自己肯定感の低さに加え、誤解したまま、これらの児童は日々の教育活動の中で、たたく・蹴る・罵声を浴びせるなどの行動をとることを余儀なくされるのである。また、言いたいことがあっても、周囲の反応を怖れ、言葉にするためらいが強い場面もある。時には無意識のうちに気持ちを閉じ込め、苦しくなっているのである。このような実態から、心因性の身体症状として現れ、保健室に来室するのである。そこで筆者は、常に心的要因を念頭におき健康相談活動を展開する。職務の特質と保健室の機能を生かし、心理的背景・身体症状の両面から、観察・判断する。また組織的に対応していくために、記録を取りながら情報交換に務める。同時に健康相談活動の延長上にある活動として、事前に予防するための働きかけはないかを探る。また反射的・攻撃的に反応してとる行動を、児童自らが自律できるように導く方策はないかを探ることにした。

Ⅲ　研究仮説

　自由に表現された話題を肯定的に受け止め、聴き合うことができるように促進させ、安全で安心な場の雰囲気を保証すれば、他者肯定・自己肯定の感情が高まる。そして自分の話を聴いてもらえた体感から、相手の話を聴こうする態度が育ち、人とより良くつながろうとする積極的なコミュニケーションへの意欲が芽生えるであろう。

Ⅳ　実践の方法

　この実践は、養護教諭の職務の特質であるカウンセリングの技術・技法を駆使した言葉かけを応用した活動である。そして筆者が活動の多方面に適用しているのは、〈対話法〉の原則「自分の考えや気持ちを言う前に、相手が言いたいことの要点を、相手に言葉で確かめる」とする「確認型応答」の技法である。この技法は、傾聴技法を簡略化したスキルであると考案者浅野良雄氏は提唱している。自分のことは脇に置き、相手の側に立ち、相手の考え・気持ちを想像し、自分の受け取り方を確認する行為である。この原則に立ち戻ることにより、相手との信頼関係・安心感・親密さを即座に構築することに役立つのである。

Ⅴ　実践の概要

　1  保健室でのかかわり

　2  職員研修

　  確認型応答の練習会を開催し、職員のコミュニケーションへの意識と関心を高める。また保健室で習得を希望する職員に練習会を開催する。

3 グループでのかかわり

(1)  5年保健学習　「心の健康」　兼職発令を受けて担当する。

(2)  おしゃべりクラブ　平成15年度から毎年担当する。

〈資料1：クラブメンバーの実践報告〉

●学校の休み時間に、友達と何して遊ぶか希望が2つに分かれた。友達は鉄棒で私はボール。そこで私は「○○さんは、鉄棒がしたいんだね」って言った。その後2人で鉄棒とボールを交互にやって遊んで楽しかった。

●お兄ちゃんが高校に合格した電話がきた。おばあちゃんに「うれしいんだね」って言った。「そうだよ」って言った。

●お父さんがかぜひいて寝ていた。「つらいんだね」って言った。「う～ん」って言った。優しい言葉を言えて良かった。

●兄弟で遊ぼうとした時、何するかで喧嘩になりそうだった。その時弟が「姉ちゃん、そり、したいんだね」って言った。弟が確認できるんだと知って、うれしかったし、びっくりした。

(3)  保健室へ来室して来る児童に、友達とのつきあい方の一スキルとして教える。

級友と練習を何回か実施後、クラス担任を誘って練習することを勧める。

〈資料2：一人でいることが多く、保健室へ来室した児童の練習後の感想〉

「確認をして、今まであまり話していなかった人でも、話が楽しくできたし、その人のことを良く知ることができました。そして確認してもらうことで、自分の考えがもっと深まったり、新しい考えが生まれたりします。確認を知らない人も、知っておいたほうが絶対に得だと思います。人との距離が縮まって楽しい生活が、おくれるようになります。知らない人もぜひやってみてください」

(4) 学級へのかかわり

・2年　・3年　・5年　・6年

Ⅵ　平成18年度特に重点をおいて実践した取組

1　保健室でのかかわり

児童理解の会、職員会議、校内の情報交換を受けてのかかわり

(1)  友達とのかかわり方に問題を持つ高学年女子、担任の勧めで来室

〈資料3：新聞紙コラージュ(写真)・確認型応答を使いながらの児童との対話の概要〉

 筆者「なんだか最近一人でいるAさんを時々見かけるけど。どうしたのかな？と気掛かりだったので、どう

したのか知りたくて、ここにきてもらったのね。教えてくれる？」(話にくそうな感じ)(お昼休みである

ため、他の児童にここでの様子を見られないようカーテンの中にいる)

    「言葉にしにくければ、紙を好きなように使って、今ここでの気持ちを教えて」

　 　(A子はベッドの端に腰掛け、筆者は近くの椅子にかけている)

A子 (うなづく)(ゆっくり破き始め、切れ端をはらりはらりと無造作に散らす。脱力したような動作)(何回か

切っては散らすことを繰り返す)(次いで、破れた切れ端を手の中に握って丸め、布団の上に転がす。繰

り返しながら、しだいに握り方に力が入ってきた)(何度か繰り返して、動きが止まった)(コラージュ開

始から20分後)

筆者「もういいの？」

A子 (うなづく)

筆者「今どんな気持ち」

A子「すっきりした」

筆者「そうぉ。すっきりして、荷物を降ろせた感じなのね」      

A子 (うなづく)

筆者「これ（新聞紙を使ってできたもの）は、どんな気持ちなの？」

A子 (間) 「さびしい気持ち」

筆者「そうぉ。さびしいんだね」(A子が新聞紙を握っていたように手を握る)

    「それで、これからAさんはどうしたいの？」     

A子 (間) 「仲間に入りたい」                             　　　　　 

 筆者「今までのようにつきあいたいのね」

A子 (うなづく) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

筆者「そのためにしたほうがよいと思っていることは？」

A子 (間)「声かけることかな？」

筆者「うん。声かけてみようと思うのね。誰にならできそうかな？」

A子 (間)「Bさん」

筆者「そう。Bさんになら声かけできそうなのね」

A子 (うなづく)

  この後筆者はA子に、なんという声かけをするか、いつするか、どんな時にするかを訊ねた。そして実現

できたら、約束の日に報告してほしい。待っている。と伝えた。筆者はこの後担任へ約束したことを情報

として伝え、後を託した。担任から筆者へ時間がかかりながらも、願いを相手に伝えることができたと報

告があった。それらの報告は「確認型応答」で受け取った。

　　　　　●保健室での新聞紙コラージュ　[image: image1.png]


　 

(2)　友達との新しい関係づくりにとまどっている2児童の来室から一事例

〈資料4：来室時の症状と対話記録の概要〉

　5月末に、C子が転出した。A子は友だちとのかかわりで辛いものを感じており、一番仲良くしたいと思っているのはB子だと言っている。この情報を訪問相談員より得る。本児は6月末、宿泊の伴う学年行事に参加。筆者は引率中観察を続ける。

　7月10日(水)5限授業参観 A子の欠席2日目。B子が、給食時に腹痛と気持ちの悪さを訴える。保健室で休養。体が硬く緊張している。検温し、症状の聞き取り。痛みのあるところにタッチング。タオルケットで体を包む。更にタッチング。そして訴えている身体症状と得ている情報を思い浮かべながら、児童の置かれている背景と心情を想像し「確認型応答」を試みる。

筆者「なにか友だちとのことで困っていることがあるのね」

B子 (かすかにうなづく)

筆者「誰かにいやなことされてるのね」

B子「こそこそ言われる」

 筆者「たびたび言われるの？」

B子 (かすかにうなづく)

筆者「そうか。だれなの?」

B子 (沈黙)(いいにくそう)

筆者「言いにくいのね。書くことならできるかな?」

B子 (かすかにうなずく)

   ポストイットと鉛筆を渡す。2人の児童名を書く。

　　　　　　　　　　略

筆者「あなたの仲良くしたいと思っている人は誰なの?」

B子「Bさん」

筆者「そうか。A子さんは昨日も今日も休んでいるものね。A子さんがいないから寂しいのね」

B子 (うなずく)

筆者「そう。なんだかすかすかした感じなのかな?何か2人に嫌なこと言われたらどうしようって心細いのね」

B子 (うなずく)

  ここでの筆者のかかわりで、B子のA子への思いが明確になった。担任へ情報として伝えた。担任のA子とB子の気持ちに寄り添った関係づくりの支援が開始された。A子は明るく学校生活を送っている。

2　学級へのかかわり

　　担任と連携を図りながら以下の学級へかかわり、伝え合う場を段階を踏みながら設定した。

　

〈資料5：子供たちのコミュニケーション能力を高める学習活動　指導案略案〉

①ねらい

・言葉の持つ影響力について考える。

・自分の今の気持ちを表現するとともに、相手の気持ちになって考えようとする態度を育てる。

・体験的な活動をとおして、相手とよりよいコミュニケーションがとれる力を養う。

 ②展開
	時間
	主な活動の流れと内容
	養護教諭のかかわり(促し)・活動にあたっての児童への支援

	20分

40分

15分

休憩他

10分
	○新聞紙を使って今ここでの気持ちを表現させる。

○できあがった作品を言葉にして発表させる。

○聞いての感想や気持ちをくみとる言葉を「○○○ですね」という形にして伝えさせる。

○伝えてもらって、伝えてみてどうだったか。どんな気持ちになったか発表させる。

○外へ出て、付け加えたいものを集めさせる。

○付け加えてどうかを発表し、伝え合わせる。

○作品を展示させる。
	・好きな場所(教室内)で、好きな枚数と使い方(切る・貼る等)をしてよいです。

・気持ちに良い悪い(○や×)はありません。どんな気持ちも大事なその人の宝物です。

・秘密は守ります。この時間が終わっても、その人の許しをもらわないで他の人に話しません。

・発表する時は、言えるところからでいいです。

・友達が気持ちがいいなと思う受け答えができるといいですね。できれば、質問はその後の方がいいですね。

・積極的に、すすんで発言できるといいですね。

・今ここでの気持ちの表現ができたことに、みなさん大きな拍手をしましょう。

・木葉・花・石ころ・棒切れどんなものでもいいです。○時○分までに、ここへ戻ってきます。戻った人から、好きなように作品に加えます。

・どの作品もその人の大事なここでの気持ちの表れです。作品は大切に扱いましょう。


　　

　　●本時に至るまで、いくつかの段階を踏みながらかかわった。

　　1段階；拡大した表情カードを提示し、人にはさまざまな気持ち感情があり、表現する言葉もいろいろあることに気づかせた。

2段階；表情カードに例文を加え、「こんな表情で、こう話したら、この人はどんな気持ちがしているの

でしょう」と相手の立場に立ち、気持ちを想像してみることを促した。

3段階；「友達が気持ちが良いと思う受け答えをしよう」という主題名とした。ここでは、聞いての感想

や他の受け答えすべてを、決して非難や否定することなく板書した。そして伝えられた人が心地

よいと思う受け答えの一方法として「確認型応答」を紹介した。

4段階；担任をメンバーに加え、例文や、そこで与えられたテーマについての児童の生の話題で、「確認

型応答」を使ってのロールプレイを実施。その後、伝えられて、伝えてみてどんな感じがした

かの振り返りを行った。体感を実感とて味わい、体験的に理解させるよう配慮した。

 日常化への段階；担任と話し合い、担任の学級経営の中での願いと児童の実態にあわせた体験活動となった。2年生ではゲームを取り入れ、「ゲームを気持ちよく楽しむには」の主題名で、授業参観の道徳として担任養護教諭とのティーム・ティーチングで実施した。3年生では、朝のスピーチタイムにゲストティーチャーとして参加した。

(1)  2年生への試み

授業参観時、担任から用意されたゲーム中、A男が勝ちたい気持ちを激しく自己主張する場面が起きた。筆者は近くにいたB子に気持ちを汲み取る言葉がけを促した。

B子：負けてばかりで、悔しかったんだね。

C子：初めはずっと勝っていたよ。

A男：ありがとう。

筆者：B子さん、ありがとうって言ってもらって、どんな気持ち？　

　　B子：うれしい。

　 　A男は自分の思い込みと誤解からの怒りに気づき、即座に冷静さを取り戻した。そして活動に参加し直す

姿が見られた。

またD男は新聞紙コラージュで、切り込みを入れながら先に進めずに戸惑っていた。筆者は、筆者と級友全員でD男を囲むように動き、級友に気持ちを汲み取る言葉がけを促した。

A男：何したらいいのかわからず困っているんだね。

筆者：いつでも仲間入りしてきてね。

活動を続けた。D男はいつの間にか他の児童の作品を覗き込んでいた。

筆者：（背中をなでながら）思っていたより早くもどれたね。

また、担任の「逃げ出したい」を表現した作品に、気持ちを汲み取る言葉がけを促した。

C子：どこかへ行きたくなっちゃったんだね。

担任：(笑顔) そうなの。

　

(2)　3年生への試み

　　朝の会で、A子のスピーチ後、沈黙場面が数分続いた。

　　筆者：(確認型応答後) 誰からも言葉がけがないね。今どんな気持ち？

　　A子：さみしい。

　　筆者：確認や感想を伝えてもらえた時はどんな気持ちがした？

　　A子：とてもうれしい。

　

　　この児童は新聞紙コラージュの後

　　A子：できた作品についていろいろ伝えてもらうと、自分のことを良く見ていてくれているなぁと感じてうれしい。

　　

　　またB男は新聞紙コラージュがきっかけとなり、毎朝登校時に登校班内の友達との関係で、辛い思いを味

わっていることを表現した。問題解決の支援の糸口となる情報と判断し、担任へ伝えその後のかかわりを託した。

(3)　5年生への試み

　例文を使った練習を試み、ワークシートに受け答えを書き、ロールプレイ実施。

 A男：(点数に満足していない) 漢字テスト90点だったんだ。

 B男：うれしいんだね。

A男：(言葉がなく、首をかしげる)

筆者：A男さんの気持ちはちょっと違うのね。どう言われたい？

A男：残念だったね。と言われると、わかってもらった感じがする。

この体験から、A男・B男は気持ちのすれ違いとB男の思い込みに気づいた。

(4)　6年生への試み

　児童と担任が共に新聞紙コラージュで「今ここでの私の気持ちの表現」を試みた。

〈資料6：3年生新聞紙コラージュ「今ここでの私の気持ちを表現しよう」〉

A子

何をしたらいいのか少しわからない気持ちと楽しい気持ちがあって、一番上にあるのが少しわからない気持ちで、下の2つあるのが楽しい気持ちです。
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わからなかった気持ちが、楽しくなった気持ちと、ものすごく楽しくなった気持ちです。

[image: image3.png]



B男

ぼくは、さいしょ何を作ろうかまよってごちゃごちゃした気持ちでした。でも、作っているうちにだんだん楽しくなって、うれしくなりました。
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次にいろんな物をくわえたから、もつと楽しくなって、うれしくなっている気もちになりました。
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C男

朝登校する時にいやなことを言われて、とてもいやな気持ち。
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D子

これは、楽しい気持ちで、音ぷにしました。

理由は新聞紙で気持ちを作るのが楽しかったので、音符にしました。
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○新聞紙コラージュ制作途中の児童たちと教室の様子
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Ⅶ　考察

  この活動での注意点は、どのような発言も非難・否定しないことである。そのためにモデルとなる指導者が〈対話法〉または積極的傾聴を習得する必要がある。またその場に起きたことを題材に、今ここでの気持ちの

表現から実感の伴う気づきを促進させた。確認しながらの聴きあい・伝え合いは、互いに相手の存在を尊重し認め合うことである。このことから自尊感情が高まり自己肯定・他者肯定感が強まる。気持ちの通い合いは、双方共に心地のよいものと実感する。これら実感の伴った体験が踏み石となり、人とよりよいつながりを持とうとするコミュニケーション意欲の芽生えへと発展するものと考える。

Ⅷ　まとめと今後の課題

　スキルの習得として、教育活動の中で可能な範囲内で児童にかかわり、無理強いすることなく系統的に段階を踏んで活動してきた。児童も筆者との時間を喜んで待っており、楽しんで活動している。また、児童のスキル習得は早い。そして確認型応答を使った聴きあい・伝え合いから、人と心地よいつながりを持つことができることについて、体験的に学んだ。また級友の言葉がけにより、感情をぶつけ合う場面が鎮まることを目の当たりにした。しかし次の課題が残された。

１. 筆者は衝動的な言葉や行動が現れやすく物事に反射的に反応する児童が、〈対話法〉の原則を使えるようになることを願っている。確認行為を意識する内面の動きが、自らの衝動を抑え、自律するための訓練として有効と考える。ねらい達成まで繰り返しトレーニングする時間を確保し実施する必要がある。

２.  児童が人との良いコミュニケーションを取るため、有効なスキルとして充分に機能させ日常化を図るために、家庭との行動連携は、欠かすことのできない一要素であると考える。
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